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	教育および研究活動一覧

	教　育　実　績

	期　間
	内　　　容　
	時間/年

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	学　会　活　動

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	




	(様式2-1)
	
	

	教育および研究活動一覧（記入例）

	教　育　実　績

	期　間
	内　　　容　
	時間/年

	2015.4 – 現在
	医学部学生　小児科学講義（小児科総論、先天代謝異常）
	15-20

	2015.4 – 現在
	薬学部学生　薬理学講義（小児の薬物動態）
	4

	2016.4 – 現在
	看護学部学生　小児科学講義（新生児）
	2

	2015.4 – 現在
	医学部学生　臨床実習（Bed Side Learning）
	10カ月／年

	2017.4 – 2019.3
	教養教育　テーマ科目（医学と文化）
	3

	2017.4 – 現在
	大学院講義　修士課程
	　1.5

	2018.4 – 現在
	大学院講義　博士課程
	1.5

	
	　
	　

	2019.4 – 2016.3
	△△大学歯学部非常勤講師・歯学部学生講義（循環器内科学）
	4

	2019.7
	△△大学看護学部・大学院特別セミナー
	3

	2020.4 – 現在
	△△大学医学部非常勤講師・医学部学生講義（循環器内科学）
	3

	2020.11
	△△大学医学研究科・大学院特別講義
	1.5

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　


	　
	　

	　
	　
	　

	学　会　活　動

	　日本小児科学会（2000年入会、2017年 代議員、2024年 理事）

	　日本人類遺伝学会（2015年入会、代議員）

	　日本小児アレルギー学会（2017年入会、評議員）

	　○○学会 （2020年入会）

	　

	　American Pediatric Society （2017年入会）

	　European Academy of Pediatrics（2020年入会）

	

	

	

	　

	＊認定医・専門医・指導医などの各種資格については別項にてお尋ねいたします。





	(様式2-2)

	臨床実績

	１. 主な診療領域と取得された認定医・専門医・指導医等（登録番号と登録年月日を含む）

	をお示しください。

	

	

	

	

	

	２．専門領域における高度な診療について、ご経験の概略をお示しください。

	　　　（検査、診断手技や治療手技など）

	

	

	

	

	

	 ３．NICUにおける診療実績と管理経験

	

	

	

	

	

	　４．今までに携わられた企業・医師主導治験、介入を伴う医師主導型の臨床研究について、代表・分担の

	区別を明記して列記ください。

	

	

	

	

	

	　５．その他、将来計画中のもの等も含めて、ご自身の診療上の特徴について、その概略をお示しください。

	

	

	

	

	

	

	　６．学生、研修医に対する教育に関する実績についてお示しください。

	

	

	

	

	

	


(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)


	(様式2-3)
	
	
	
	

	研究助成一覧

	研 究 助 成

	研究課題名
	助成年
	種別
	代表・分担
	金額(万円)

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)



	(様式2-3)
	
	
	
	

	研究助成一覧（記入例）

	研 究 助 成

	研究課題名
	助成年
	種別
	代表・分担
	金額(万円)

	　○○に関する研究
	2015-2016
	若手B
	　 代表
	全体480

	　科学研究費補助金
	　
	
	　
	本人350

	　
	　
	
	　
	

	　××に関する研究（代表　川澄一郎）
	2017-2020
	基盤B
	　 分担
	全体1800

	　科学研究費補助金
	　
	
	　
	本人100

	　
	　
	
	　
	

	　△△の解明
	　2020-2021
	
	　 代表
	全体500

	　日本医療研究開発機構 (AMED)
	　
	
	　
	 本人500

	　
	　
	
	　
	

	　○○○に関する研究
	2022-2024
	
	　 代表
	全体2400

	　厚生労働科学研究費補助金
	　
	
	　
	本人1000

	　
	　
	
	　
	

	　○△×の解析
	2021-2023
	基盤 C
	　 代表
	全体455

	　科学研究費補助金
	　
	
	　
	本人455

	　
	　
	
	　
	

	　○△に関する研究
	2024-2027
	基盤 B
	　 代表
	全体1300

	　科学研究費補助金
	　(内定)
	
	　
	本人1000

	　
	　
	
	
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	　
	　
	
	　
	

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)





	(様式2-4)

	特許等一覧

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)




(様式3-1)

1. 原著 (研究に関する論文を先にまとめて記載し、引き続き症例報告を記載する。番号は通し番号とする。出版年次の古いものから記載。順序は様式４－３と整合してください)。



(様式3-2)

2. 著書



(様式3-3)

3. 総説



(様式3-4)

4. その他



(様式3-5)

5. 学会発表


[bookmark: _Hlk208392392]
(様式5)

別刷論文の要旨





(様式6)　

抱負・プロフィール　(全体を3,000字以内で記載して下さい)

１　教育・研究・診療やそれに関連する先生のこれまでの具体的な活動実績と抱負

２　新生児・小児科学領域における教室運営の計画と抱負

３　小児科領域における救急医療の経験と、令和8年度に開棟予定の救急災害医療センターへの参画に関する抱負

４　大学、医学部附属病院群（東部医療センター・西部医療センター・みどり市民病院・みらい光生病院・リハビリテーション病院）、および地域における教育・人材育成に対する抱負と方策

５　先生ご自身の個人的プロフィール (自己紹介)




(様式7)
	推薦書

	推薦者

	所属・職
	
	氏名
（自署）
	
	

	応募者

	所属・職
	
	氏名
	

	推薦文

	
　



推薦書（様式7）記入要領

　推薦書の様式に沿って記載してください。

１．内容は１ページ以内に収めてください。
２．推薦者は現所属機関の所属長であることが望まれます。
３．名古屋市立大学所属者からの応募については、推薦書の提出を要しません。

